
【基本事項】＜リーデイングプロジェクトの位置付け＞

【第一次リーデイングプロジェクト期間における達成目標】

【事業計画】＜５ヵ年の具体的な取組内容＞ Ｈ Ｈ

【取組スケジュールの変更理由】＜前年度と当該年度取組内容の変更理由＞

 事業の縮小
 休止

前年度から当該年度の取組内容を
変更した理由

 事業の縮小
 休止

H29
　①壱里山公園の移設工事の完了②駅前広場再整備
に向けた関係機関との調整及び実施設計③立体駐輪
場の整備完了④その他事業実施課との連絡調整

変更なし

壱里山公園の移設について、地元自治会との打合せ結果を
踏まえ、撤去及び移設工事を完了した。駅前広場再整備に
向け、関係機関（埼玉県警、JR東日本、行田警察）と調
整・協議を行った後、実施設計を行った。また、立体駐輪
場については、利用動態及び想定される費用対効果を踏ま
え整備計画の見直しを検討した。また、水路上駐輪場につ
いて水路構造分析等調査を行った。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進

H28
　①壱里山公園の移設工事の着手②駅前広場再整備
に向けた関係機関との調整及び実施設計③立体駐輪
場の整備着手④その他事業実施課との連絡調整

壱里山公園の移設について、地元自治会と打合せを行
うとともに、駅前広場再整備に向け、関係機関（埼玉
県警、JR東日本、行田警察）と調整・協議を行った
後、地元説明会を開催した。また、立体駐輪場につい
ては、利用者実態調査を実施して利用動態を把握した
ほか、水路上駐輪場について熊谷市と協議を行った。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進

 見直しを行ったうえで推進

H27

　①複合施設の機能配置の決定②公園に係る都市計
画決定の変更及び調査測量・実施設計③駅前広場再
整備に向けた関係機関との調整及び調査測量の実施
④立体駐輪場整備に向けた関係者調整⑤その他事業
実施課との連絡調整

「ＪＲ行田駅前広場周辺再整備基本計画」における平
成31年度までの短期目標として、立体駐輪場、公園移
設、駅前広場整備を実施する方針とした。都市計画決
定図書の作成を行い、庁内調整会議の開催と補助事業
メニューの相談を実施した。また、駅前広場再整備計
画に関し、住民説明会を1回開催した。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小

H26

　プロポーザル形式により委託業者を選定し、市民
や事業者等の意向を十分把握した上で、庁内検討委
員会・外部検討委員会などにより整備計画の検討を
行う。

　市民ワークショップ、駅利用者及び地域住民アン
ケート調査結果を踏まえ、ＪＲ行田駅前広場周辺再整
備検討委員会において、市民ニーズ及び課題を整理し
たうえで、事業スケジュールを明確に示した「ＪＲ行
田駅前広場周辺再整備基本計画」を策定した。
　計画の内容は、市ホームページで閲覧してくださ
い。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

 休止

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

年次 前年度に示した取組内容【変更前】 見直し後の取組内容【変更後】 当該年度の実績 進捗評価

H25
　庁内検討体制や外部意見聴取の手法を決定する。
壱里山公園移設に係る法的課題を整理し、関係機関
と調整を開始する。

　ＪＲ行田駅前広場周辺再整備庁内検討委員会を発足
し、基本的な方針及びスケジュールについて整理し
た。

事業の目的及び概要
ＪＲ行田駅は、通勤通学等で多くの市民が利用するほか、本市を訪れる観光客にとって玄関口となる「交流拠点」であり、周辺市有地の有効利用や、民有地の土地利用促進を含め、賑わいを創
出し、魅力ある駅前周辺整備を行うものである。

目　　標
（5年後に達成すべき状態）

新たな壱里山公園及び立体駐輪場の整備を完了する。

開始年度 25 年度 終了年度 29 年度

施策 222 日常生活を支える交通環境の充実 施策
方針 22 魅力を高める交通環境を形成する 方針

平成29年度　リーディングプロジェクト　進行管理シート 担当
部署

部 都市整備部
課 都市計画課
担当 計画担当

分野 2 道路・交通に関する方針 分野

プロジェクト名 A11 JR行田駅の駅前広場再整備

基本目標 2-2 良好な都市環境が整った交通利便性の高いまち 基本目標

施策の目的を実現するための手段施策の目的を実現するための手段


